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研究成果の概要（和文）： 
小児感染症およびインフルエンザの都道府県別発生状況を全国平均との比較で示した特化係数
で表示することにより発生状況の地域特性・地域間差を明らかにした。 
発生動向調査で得られた 2000 年から現在までの小児感染症およびインフルエンザの週報情報
をデータベース化して、任意の時期と場所の流行状況を GIS 技術を活用してホームページ上で
可視化還元するシステムを構築した。 
感染症流行の早期検知を目的として、地域別患者発生数の長期の表示，流行予測のアルゴリズ
ムについて検討した。合成分析法、ARIMA モデル、類似ベクトル法を用いて算出した予測値
と実測値とを比較することで、その有用性を評価した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
A regional characteristics and variations of morbidity for pediatric infectious diseases and 
influenza are analyzed by use of the specialization coefficient which is presented as ratio 
between the national average number of reports and regional incidents. Regional 
morbidities of pediatric infectious diseases and influenza are shown in a bar graph to 
illustrate transition over 30 years, and specialization coefficient values are displayed in a 
map graph to clarify the regional characteristics and variations. 
A web-based data visualization system was developed to make the infectious disease 
surveillance data more comprehensible for medical personnel. The main feature of the 
system is that it automatically generates an animation or graphic images by using the 
collected numerical data which visualizes the time series and spatial shift of the case 
incidents of disease simultaneously on the home page. At this time, the information stored 
in the database system is influenza and eleven pediatric infectious diseases from 1999 to 
the present related to 47 prefectures in Japan. 
In addition, epidemic prediction values for the following year (12 months) were calculated 
using: a) the EPA (Economic Planning Agency) method and a synthetic method using trend 
analysis and multiple regression analysis, b) ARIMA FORECAST, and c) analogous vector 
fitting. The calculated prediction values were compared with actual measured values to 
discuss the utility of the algorithm. 
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１．研究開始当初の背景 
従来の感染症に加え，近年では鳥インフルエ
ンザを筆頭に新たな人獣共通感染症の流行
による被害が発生している。また，テロリス
トによるバイオテロリズムの脅威も現実問
題として浮上している。感染症の流行は，単
に人が罹患するというだけでなく，社会経済
的にも国家にも大きなダメージを与えるも
のである。感染症の危機管理の基本は，平時
から流行の状況を監視し，感染拡大の前兆を
早期に検出し，感染拡大を未然に防止するこ
とである。感染症の発生については、感染症
発生動向調査に基づいて全国各地でデータ
が収集されており、感染症流行に関する調査
研究の重要な情報源となっている。報告によ
れば、発生動向調査で更に充実すべきとして、
「より迅速な情報提供」、「地域の細分化等の
詳細情報」、「県外・全国の広範囲な情報」、「グ
ラフ等で分かりやすい情報」といった事項が、
医師や公衆衛生関係者から強く要望されて
いる。しかしながら、現在はそのような要望
を満たす方策は提供されていない。感染症発
生動向調査情報のより分かり易い還元方法
が求められている。 
 
２．研究の目的 
感染症発生動向調査事業は、開始から 26 年
間が経過し，患者発生報告データ(時系列デ
ータ)の蓄積がなされ、統計学的処理によっ
て，感染症の流行特性をとらえることが可能
な状況になってきた。本研究の目的は、上記
の医師や公衆衛生関係者の要望を満たすた
めに、（１）全国規模のデータを総合的に蓄
積したデータベースを構築し、（２）研究者
が遠隔地からも利用可能となる共有の情報
資源として整備し、（３）地理情報システム
（GIS）との連携により時空間的流行状況を
より柔軟に可視化できる情報還元手法を開
発すること、および（４）新たな流行予測ア
ルゴリズムを作成することで、発生動向調査
データのより実用的で発展的な活用法の開
発を企図するものである。 
 
３．研究の方法 
感染症発生動向調査データの内で、週報とし
て提供されている小児感染症 11 疾患とイン
フルエンザの 2000 年から現在までの情報を
資料としてデータベース化し、GIS 
(Geographic information system) と RIA 
(Rich Internet Application)の技術とを活
用してホームページ上で流行状況の空間

的・時間的推移が可視化還元できるシステム
を作成する。更に、時系列分析の手法を用い
て将来の値を予測するアルゴリズムの可能
性について検討する。 
 
４．研究成果 
小児感染症およびインフルエンザの都道府
県別発生状況を全国平均との比較で示した
特化係数で表示することにより発生状況の
地域特性・地域間差について検討した。イン
フルエンザでは，毎年，冬季に鋭い流行のピ
ークをもつ季節性を示す．しかし，夏季の風
邪とされ必ず毎年ピークが出現するヘルパ
ンギーナとは様相を異にし，報告数がほとん
ど０に近い年もあるとされる。全国的に，上
昇傾向もしくは同程度で推移している．期別
集計で上昇傾向の強い地域としては，青森，
福島，栃木，岐阜，滋賀，佐賀，長崎，宮崎，
沖縄県などであった。 
発生動向調査で得られた 2000 年から現在ま
での小児感染症およびインフルエンザの週
報情報約 30 万件をデータベースとして構築
した。本データベースに蓄積した情報はイン
ターネットでアクセスが可能であり、Web 画
面で情報の閲覧が可能である。本システムで
は HTML4と HTML5の両方の形式で感染症流行
の時間的・空間的推移をより分かりやすく可
視化するための手法を提供している。両形式
とも、Web 画面のフォーム欄で任意の期間と
場所を指定すれば、データベース上の該当す
る数値情報を抽出して自動的にアニメーシ
ョンやグラフとして表示する。HTML４の場合
は、アニメーションは Flash Action Script
を用いて、グラフは PHPの GD機能を用いて、
どちらも自動的に生成している。HTML５の場
合は、アニメーションとグラフの両方とも
Canvas と JavaScript を用いて自動的に生成
している。 
感染症の発生・流行状況の資料提供ならびに
小児感染症の市中発生動向の掌握や感染症
流行の早期検知を目的として，感染症発生動
向調査の地域別患者発生数の長期の表示，流
行予測のアルゴリズムについて検討した。合
成分析，ARIMA FOERCAST及び類似ベクトルの
当てはめによって，全国集計及び北海道集計
における流行予測を行い，算出された流行予
測値と後に示された実測値との適合度から，
予測解析方法の適否を評価した。 ARIMA 
FORECAST は約 30 年間の計測から，百日咳を
除いた 10感染症で対応が可能と考えられた。
インフルエンザ，水痘，手足口病，突発性発



疹及びヘルパンギーナなど，報告数が多いま
たは 1年周期の流行波形のピークをはっきり
示す感染症では，合成分析，ARIMA FORECAST 
の両方法で予測値と実測値とは良い適合を
示した。また，合成分析で短期間の計測で対
応した A群溶血性レンサ球菌咽頭炎及び感染
性胃腸炎などについても上記と同様の計測
が行えた。なお報告数の少ない百日咳では計
測不可能な場合が多く認められ，予測値算出
までには至らなかった。 
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